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詳細は

時間 １日
10:00

16:00

※プログラム・スケジュールは変更することがありますのでご了承ください。

時間 １日
10:00

17:00

※プログラム・スケジュールは変更することがありますのでご了承ください。

JMA100234
詳細は

時間 １日
10:00

16:30

※プログラム・スケジュールは変更することがありますのでご了承ください。

JMA152391
詳細は

時間 １日
10:00

17:00

※プログラム・スケジュールは変更することがありますのでご了承ください。

JMA 151704
詳細は

プレイングマネジャーのための部下育成セミナー
1on1コーチングでのみえる化シート活用による

今本 待喜子
JoyInspire 代表

講 師
（敬称略）

30名定 員

日本能率協会法人会員 62,700円／1名

上　 記　 会　 員　 外 74,800円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

●2年目～6年目程度の部下を持つリーダー、プレイングマネジャー
●部下が主体的に動けるようマネジメントしたい方
●様々なタイプの部下の対応方法を学びたい方

対　象

特長・ねらい
部下の目標に対するタスクや納期、遂行状況を効率的に把握・管理

する〈業務遂行みえる化シート〉と、シートを使って進行させる1on1
コーチングを組み合わせた部下育成方法を修得します。

定期的な1on1にて下記シートを活用することにより、お互いが業務の
全体像を共通認識し、遂行状況に合わせた適切なコーチングを行う
ことで、1on1を部下育成の場とすることが可能となります。

ワークや演習では、シートの運用方法や部下に作成させる際のポイント、
1on1で行うコーチングの基本スキルを身につけます。

参加者の声 • 1on1のシミュレーションは、他の人の考え方や話し
のもっていき方等がわかり、大変面白く有意義だった。

• コーチングの基礎を実務に生かすかたちで学べた。
• ロールプレイが大変良い経験となった。

2024年11月12日（火）※オンライン
2025年  2月13日（木）※オンライン

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

23
向上コース

【1日】

（昼休み12：00～13：00）
プログラム

1. 部下の成長を推進させるリーダーとは
・リーダーのミッション（動機付け・方向性提示・環境設定）
・相互リクエスト（部下に望むこと・上司としての在り方）
・成長を促進させる要素

■個人ワーク、グループディスカッション

2. 〈業務遂行みえる化シート〉による
目標・プロセスの可視化と共有

・GPDCA
・目標共有のポイント（目的意識・言葉の定義・粒の大きさ）
・業務遂行みえる化シート作成と活用のポイント
（項目・タイミング・定期更新）

■個人ワーク、グループディスカッション

3. 〈業務遂行みえる化シート〉を活用した1on1コーチング
・安心と信頼を与える傾聴　　
・自信を与える承認
・主体性を育てる質問　　
・行動と成長を促すフィードバックと要望

■アセスメント、エクセサイズ

4. 実践1on1コーチング
■ケーススタディ

①年上部下　　　　　　②言い訳が多く、他責にしようとする部下
③自信過剰な部下　　　④自信を喪失している部下

■ロールプレイ、演習

5. 振り返りと自己業務への投影（研修のまとめシート作成）
・自身の課題　　
・明日から実践すること
・まとめ

（昼休み12：00～13：00）

管理職のための組織マネジメント研修
～社員と組織の心理からアプローチする～

1. 組織マネジメントとは何か
・多くの組織ではどのようなことが起きているのか
・組織マネジメントとは何をすることか
・方向を示す、人を導く
・マネジメント機能不全を起こしていないか

2. 組織のベクトルを共有する
・共有すべきベクトルとは
・人の心を動かすドライバーになるもの
・組織の中に社会的使命を見出す
・ワクワクする思いに置き換える　

3. 組織と人の感情を知る
・同じベクトルに向かう心的エネルギーがあるか
・組織の感情を分析する　　　　・個々人の感情を分析する
・組織の中で何が起きているのか

4. 組織の流れをデザインする
・理想の組織とは　　　　　　　・行動連鎖をデザインする
・行動連鎖を起こす仕掛けを考える
・組織に流れをつくる

5. 組織全体で変革する
・組織の成長と組織の変革
・組織変革の3つのステップ
・行動連鎖を起こす仕掛けを考える
・組織の変革力を高める

6. 新たなリーダーシップを考える
・強いリーダーにならなければならないのか
・自分の組織に求められるリーダーの役割とは
・コネクティング・リーダー
・自分自身がどういうリーダーになりたいか

高橋 克徳
㈱ジェイフィール 代表
武蔵野大学 経済学部経営学科 特任教授

講 師
（敬称略）

25名定 員

プログラム

●リーダーの役割を再考したい方
●組織を変えたいと考える管理職の方
●組織の心理を探りたい管理職の方

対　象

日本能率協会法人会員 62,700円／1名

上　 記　 会　 員　 外 74,800円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

今、多くの組織でマネジメント機能不全に陥っています。経営層や
リーダーの意思が組織に浸透しない、組織に思うような行動が生まれ
ない、閉塞感から抜け出せない。それは経営層やリーダーたちが、社員の
心理に働きかけるアプローチができていないからです。組織マネジ
メントの鍵は、社員の心理を理解すること、そして組織を動かすのでは
なく、組織の中に良い流れ、連鎖を生み出すという発想に立つことです。

本セミナーでは、組織をマネジメントするリーダーたちが、経営の
意思と社員の気持ちを結びつけ、自ら動き出す組織への変革をリード
できるようになるための土台づくりを行います。

特長・ねらい

2024年  2月  7日（水）※オンライン
  9月26日（木）※オンライン
12月12日（木）※会場（東京）

2025年  3月  5日（水）※オンライン

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

24
向上コース

【1日】

（昼休み12：00～13：00）

ハラスメント未然防止セミナー
～加害者・被害者両方の視点を知り、振り返る～

1. ハラスメントの基礎知識
① 職場でのハラスメントの基本
② ハラスメントの判断基準
③ 誰もが当事者になる
　～どこまでが許容範囲か？

2. ハラスメントの事例
① パワーハラスメントの事例
② セクシュアルハラスメントの事例
③ マタニティハラスメントの事例
④ モラルハラスメントの事例
・事例を話し合う(感じたこと・経験の共有)

■演 習

3. 未然防止
被害者も加害者も守るために

村田 陽子
(有)ビーイングサポート・マナ 代表取締役
保健師、公認心理師、看護師、
健康経営エキスパートアドバイザー、パーソナルコーチ

講 師
（敬称略）

20名定 員

プログラム

●部下を持つ管理職の方　　●企業のハラスメント対策等をご担当の方
●ハラスメント防止活動が形骸化している企業の方
●ハラスメントへの感度を上げたい方　　●退職者が続出している企業の方

対　象

日本能率協会法人会員 62,700円／1名

上　 記　 会　 員　 外 74,800円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

ハラスメントは、形があるものではないため、自分では気づかず当事
者となっていることがあり得ます。また、管理職になると、業務命令の
範疇か「否か」の判断に悩むこともあるのではないでしょうか。そんな
つもりではなくとも、受け手側の感じ方によっては、ハラスメントと捉
えられることもあり得ます。

そこで、本セミナーは、ハラスメントの基礎知識を踏まえつつ、産業
保健師として経験豊富な講師が、「加害者と被害者両方の視点でのハラ
スメント」に関する実際の事例を紹介し、それを踏まえたうえで未然防
止の方法を学びます。
「職場のトラブルを未然に・自然に防ぐ」「“危ない”ことを察知できる」

「信頼関係のある職場にする」ために、このセミナーで内容を習得しま
しょう。
●他社参加者との交流から多様な考えに触れ、様々な気づきを得ること

ができます。
●ハラスメント問題は、おひとりでは進めにくいこともあるかもしれま

せんので、複数名でのご参加もお勧めします。

特長・ねらい

2024年  2月15日（木）※会場（東京）
2024年10月18日（金）※オンライン
2025年  2月  7日（金）※会場（東京）

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

26
向上コース

【1日】

（昼休み12：00～13：00）

不祥事予防のためのマネジメント向上セミナー
【管理職のためのコンプライアンスシリーズ】不正リスクの3要素（機会、動機・プレッシャー、正当化）を理解し、職場のリスクに気づく

1. はじめに
リスクマネジメントとコンプライアンスの関係を知り、
不祥事の要因を整理する。
・共通の課題と特有の課題　・人の資質と組織の体質など

2. 人や組織が犯す罪
人や組織が犯す罪、自身の不作為を考える。 ■グループ討議 
・故意と過失の罪、作為と不作為の罪
・罪の軽重など

3. 見過ごすことのリスク
見過ごすことのリスクを考える。 ■グループ討議 
・日常業務に関わりが深い4つの集団心理
・日頃のコミュニケーションの対応など

4. 不正リスクの3要素
不正リスクの3要素を考える。 ■グループ討議 
・機会、動機・プレッシャー、正当化
・3要素への対応など

5. 職場コミュニケーションと不祥事の関係
職場コミュニケーションと不祥事の関係を考える。　　■グループ討議 
・求心力を持って働いている人が多い職場
・心が離れ仕事をしている人が多い職場など

6. 不祥事予防のポイントの整理
不祥事予防のポイントを整理する。 ■グループ討議 
・悪いことしない、注意を怠らない
・感性を磨く、善いことはするなど

7. まとめ
本研修を通しての気づきと職場でも活かすことを整理する。
・コンプライアンスに取り組む意味
・〇×形式での本研修内容の確認など

プログラム

●課長クラスの方々　　●不祥事予防をされたい課長職相当の方々
対　象

日本能率協会法人会員 62,700円／1名

上　 記　 会　 員　 外 74,800円／1名
※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

参加料（税込）

・単なる規程の確認ではなく、「社会から求められるコンプライアンス」
とは何かを理解していきます。
・身近な事例を用いることで、コンプライアンスを日々のマネジメントに

結びつけることができます。
・参加者同士のグループ討議から、自身のコンプライアンスに対する考

え方を客観視できます。
管理職として必ずおさえておくべきコンプライアンスの基礎知識から、

不祥事予防のためのマネジメントのあり方について事例検討を使いながら、
実効性のある方法をグループ討議、解説で学んでいきます。
「正しいことがきちんとできる」「当たり前のことを当たり前できる」職場

作りのため、不正リスクの3要素（機会、動機・プレッシャー、正当化）を理
解し、職場のリスクに気づくマネジメントのあり方、日常業務に関わりが
深い4つの集団心理への対応のあり方を確認します。

人や組織が犯す罪（故意・過失、作為・不作為）や、職場コミュニケー
ションと不祥事の関係も整理し、管理職の役割を共有します。
「Bad news first（最優先）＋Welcome（遠慮はいらない）」などコンプ

ライアンスに積極的に取り組んでいる企業の管理職が使う言葉なども紹介
し、これからのマネジメントに活かせる内容とします。

特長・ねらい

2023年11月16日（木）※オンライン
2024年10月  9日（水）※オンライン
2025年  1月22日（水）※会場（東京）

※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。会期・受講形態（会場）

25
向上コース

【1日】

20名定 員講 師
（敬称略）

中村 葉志生
株式会社ハリーアンドカンパニー
代表取締役
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※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp
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